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サイエンスものづくり塾

エジソンの会
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１． 科学工作の部 

 巨大万華鏡

 四次元からの水

 パイプオルガンとホバークラフト

 からくり万華鏡

 写取る万華鏡

 空気法

2



3



ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．５１ Ｈ．２４．９．１１

サイエンスフェスティバルIN境川

今年も盛況でした 次は１１月１８日(日)
ぎふサイエンスフェスティバルで

８月５日(日)「サイエンスフェスティバルＩＮ境川」が開催

されました。快晴のまさに真夏のど真ん中、柳津公民館に子ど

も達約 3,000 人が集まり、38 のブースに実験や催し物を楽しみ

ました。もう 14 回目なんですね。14 年

もやってくれば年はとってくるし､疲れ

てくるし､・・・という気になってきま

す。『15』という数字は『十五夜』にも

あるように『満願(願いがかなう日)』の数字です。それだけに『15』よりも『14』

の方が似合っているかな、と思う次第です。また先の話ですからかなり不透明

ですが゛・・・。

今年のフェスティバルはやや観客が少なかったような気がしますし、メニュ

ーもややマンネリ化してきたような気がしますね。とはいえ、初めて出席され

た岐阜市教育委員会の早川教育長や科学館の小森館長にとっては驚きだったよ

うです。これだけの規模のイベントを行政の指導を受けることなく、各種の団

体が積極的に生き生きとして活動していることを賞賛されておられました。もちろん、秋に予定される

『ぎふサイエンスフェスティバル』の成功を期待しての言葉でしょ

う。それもこれもすべて『歴史』なんですよね。実績だけはよその

団体に負けないものがありますから・・・。

今回も我々のＮＰＯは大活躍でした。写真にあるように久々に『四

次元からの水』を登場させましたし、『パタパタでよろしく』も登

場しました。これは１１月の『ぎふサイエンスフェスティバル』に

も展示する予定ですが、その後は柳津小学校に預かってもらえない

かなと思っています。

右の写真は昨年に続き『サイエン

スショー』を実施したものです。今年は「液体窒素の極低温の世界」で

したが、昨年より観客が多かったように思いました。私たちにとっては

いつもやっているサイエンスショーですが、地元の方にはあまり機会が

なく、大変楽しく見て頂けたようです。もっともどこでもそうですが、

子ども達より大人の方が物珍しくて楽しかったようです。当然ですよね。

大人の人たちが子どもの時代にこういったものを見る機会はほとんどな

かったのですから。 ＜文責：華井＞

『パタパタでよろしく』も登場

オープニング・テープカット

久々に『四次元からの水』

化学マジック・見えない糸

4



広告の掲載は予定外

長くやっているといろいろなことが起こ

るものです。雑誌『岐阜市咲楽』の担当者

から８月３１日メールが届き、「広告を出し

てもらえないか」とのことでした。ご存じの通り、私たちのＮＰＯはな

けなしの金をはたいてギリギリの会計をしていますので、広告なんぞ出

せるはずがありません。そんなのにお金を使うくらいなら材料費を安く

するべきだと思っています。その旨書いて送ると、広告料は要らないか

ら載せさせてくれといわれたのでＯＫを出しました。

翌日、中部学院大シティカレッジの出前講座を早速取材してくれて、

その日の夜には記事ができあがりました。以下がその広告です。担当者

自身が｢大変楽しい講座でした」と言いながら、スーパーボールのおもち

ゃを持って帰りました。

せっかくの機会なので、当方もこのあと一般の方が参加できるイベントを紹介しておきました。１０

月２７日の『岐阜市まるごと環境フェア』(ＪＲ岐阜駅前北口・信長像前)、１１月１１日の『HAPPY

DAY』（ハートフルスクエア）、１１月１８日『ぎふサイエンスフェスティバル』(岐阜市文化センター)、

１２月２２日『青少年のための科学の祭典』(岐阜市科学館)です。

会員の皆さんも是非ご協力ください。参加をお待ちしています。

＜9月3日付岐阜新聞掲載 次回は10月1日付の予定＞

今年も写撮る(ｼｬﾄﾙ)万華鏡
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会
Ｎｅｗｓ Ｎｏ．１９ Ｈ．１９．９．５

今年も「さいえんすふぇすてぃばるIN柳津2007」

大好評 ３５００人もの人で溢れる
今年も８月５日（日）、「さいえんすふぇすてぃばるＩＮ柳

津 2007」が開催されました。1999 年から開催しているこの

イベントも９回目を数えます。今年のステージは、「富田学

園ギターマンドリン部」の演奏と「天保宮下太鼓」・「岐聾響

太鼓」の演奏でした。富田学園

のアンコールではかっての顧問

である磯部さんの指揮で「シバ

の女王」を演奏してくれたり、

宮下太鼓は太鼓を抱えながら踊ったりしてくれました。また、岐

阜聾学校は昨年より少ない部員数でしたが、もっと上手でしたし

元気のある演奏でした。ハンディを持っていても負けずに活躍し

ている様子は、私たち参加者に「元気」を分け与えてくれました。

我々のＮＰＯ法人は、写真のように３つのブースを提供しまし

た。廣瀬弘さんと坂井田定雄さんの「パイプオルガンに挑戦！」

はまさにプロの技。家具調の

風合いといい、音の調節具合

といい、さすがです。この後

サイエンスワールドの「サイ

エンスフェスタ」でも展示しましたが、大変良い評価をい

ただきました。また、昨年に引き続き「ホバークラフトに

乗ろう」は大会議室で人気を博しましたし、「ポンハゼは水

蒸気爆発だ」も奥村主穂さんと竹市勲さんのお力で、たく

さんの観客に喜んでいただきました。さらには、会員それぞれがいろいろなブースの出店に協力

していただいていました。「さいえんすふぇすてぃばるＩＮ柳津」あっての我がＮＰＯ法人かな

と思いました。

イベント全体としては、昨年より幾分少ない 37 とい

うブース数でしたが、昨年より多い 3,500 人という多く

の観客に負けない内容でした。いつもご協力いただい

ている子ども会育成会や女性の会・アハハの会、食改

協柳津支部の皆さん、青少年育成市民会議の皆さんな

どが支援し、楽しみにしていただいているおかげでは

ないかと思います。そして、参加していただける皆さ

んの笑顔が輝いているからでないでしょうか。

＜文責：華井章裕＞
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ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．３７ Ｈ．２２．６．５

今年もやります！！

１２回目の「サイエンスフェスティバルＩＮ岐阜柳津」
今年の制作品は『からくり万華鏡』

今年も『サイエンスフェスティバル IN 岐阜柳津』は８月

の第１日曜日、１日１０時

から柳津公民館で実施され

ることが決まりました。例

年のように、柳津青少年育

成市民会議を始めとして柳

津・鶉・且格の各小学校、

境川中学校、羽島北高校、

岐阜工業高校、岐阜聾学校、聖徳学園大学、附属小中高校、

岐阜市科学館などの共催で実施します。

私たちＮＰＯ法人サイエンスものづくり塾エジソンの会では平成１６年の『四次元からの水』以来、

毎年広瀬弘さんと坂井田定雄さんが展示作品を作ってきました。インターネットの｢ウィキペディア｣に

誰かが掲載してくれた『巨大万華鏡』（関百年公園に寄贈）、今もリクエストが舞い込む『ホバークラフ

トに乗ろう』、どこか嫁入り先を探している『パイプホンを鳴らそう』、このところ出番の少ない『コロ

コロ君とコロコロちゃん』、そして昨年は『パタパタでよろしく』まで６作品を数えます。いずれも広

瀬さんの｢匠の技と工夫｣と坂井田さんのアイデアを結晶化させ

た素晴らしいものばかりです。広瀬さんたちは｢ものづくり工作

班｣だと遠慮されていますが、科学館では見られないこだわりと

工夫がいっぱい込められています。

さて、今年の作品の紹介ですが、見出しにもあるように『か

らくり万華鏡』です。現在ほ

ぼ完成のようですが、こだわ

りは『横置き』・『移動式』・『手

回し』です。上の写真に見ら

れるように手で回すハンドルが付けてあります。その中身は右の写

真のようになっています。手彫りで丁寧に切り込んだ歯車がびっし

り並んでいます。確実に滑らかにかつ楽に回せるように、いろいろ

試行錯誤の結果です。このハンドルで横置きの万華鏡本体を回転さ

せます。

昨年のオープニングセレモニー

今年は『からくり万華鏡』

制作中の広瀬さん・近藤さん

手彫りで刻まれた歯車がびっしり
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万華鏡の奥のいろいろな模様を描かせる円盤は坂井

田さんの担当でした。アクリル板を丸く切ってステン

ドグラス風にセロハン紙で色づけをしました。さらに

は、クリスマスなどで使われる電飾用のＬＥＤを取り

付け、いろいろな光を点滅するようにセットしました。

それを覗いた様子が左と下の写真です。このアクリル

板も実は

前面のハ

ンドルに

連動して回転しますので、いつもいつも違った画像が見ら

れます。

広瀬さんの構想はこのステンドグラスの空間にある『生

き物』を住まわせることです。私などは『宇宙を遊泳する

○○』と名付けたらどうかと提案しているのですが・・・。その結果は当日までお預けにしましょう。

さて、広瀬さんの構想はまだまだ広がります。左の写真を見てい

ただきましょう。これは西尾市のガラス工芸科学館で写したもので、

写された本人は気づきもしなかったのですが、反対側から写真にす

ると何となんと不思議なものができあがりました。これをヒントに

『プリクラ万華鏡』を作ろうとしています。例によって奥ゆかしい

広瀬さんはヒョッとしてできないといけないから「できたら作ろう

か」とおっしゃっています。 ＜文責：華井＞

これからのイベント 夏休みに向けてどっさり
６月 ６日（日） 関ヶ原中央公民館

１２日（土） 海津市今尾小学校
１９日（土） リバーサイドモール『サイエンスフェスティバル』

サイエンスものづくり倶楽部
２０日（日） 関市百年公園『菖蒲祭り』
２６日（土） 関市瀬尻小学校『ワクワクサイエンス』
２７日（日） リバーサイドモール『サイエンスフェスティバル』

７月１０日（土） リバーサイドモール『サイエンスフェスティバル』

１１日（日） 輪之内町文化会館
中部学院大『かがくさんすうアカデミー』

１７日（土） たるい『サイエンスフェスティバル』
サイエンスものづくり倶楽部

１８日（日） 美濃市州原ふれあいセンター
１９日（月） 瑞穂市巣南正蓮寺・神戸町柳瀬子ども会
２３日（金）・３０日（金） 岐阜市青山青少年会館
２５日（日） 郡上市高鷲北小『わくわくサイエンス』
２８日（水） 各務原市東山子ども会
２９日（木） 羽島市竹鼻公民館
３１日（土） 岐阜市阿弥陀寺子ども会

８月 ３日（火） 岐阜市青少年ルーム
４日（水）・５日（木） 岐阜市東青少年会館
７日（土） 養老町図書館 １１日（水） 各務原市鵜沼第２小

１２日（木） 神戸町公民館 １５日（日） リバーサイドモール『サイエンスフェスティバル』

２１日（土） 岐阜市城西公民館・うすずみ温泉四季彩館 ２２日（日） 神戸町新屋敷公民館
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のぞき窓から見たある瞬間の画像
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．５２ Ｈ．２４．１１．３

ぎふサイエンスフェスティバル

１１月１８日(日) 岐阜市文化センターにて
エジソンの会から７ブース

以前からお伝えしてきたように、「ぎふサイエンスフェステ

ィバル」が 11 月 18 日(日)岐阜市文化センターにて 10 時から

16 時まで開催されます。岐阜市教育委員会の安藤前教育長に

持ちかけて決まったイベントだけに、我々エジソンの会とし

ては全力を挙げてフォローしなければなりません。現教育長

を委員長とする実行委員会が構成され、杉山さんが監事とし

て参加しています。私華井は事務局で裏方に徹することとし

ました。

で、会としては総勢 15 人が７つのブースを展開すること

になりました。坂井田正光、竹村竜太郎、高橋浩子さんが『写

撮る万華鏡』、近藤勇、坂井田定雄さんが『ビー玉の逆さご

ま』、丹羽敏朗、日比野きみ江さんが『サラダ油キャンドル』、

杉山雅一、小川博史さんが『くるくるレインボー』、広瀬弘、

竹市勲さんが『らせんのモビール』、眞田直子、小澤雅子さ

んが『コピックで指のレプリカ』、磯部好史、伊藤美知子さ

んが『三角すいの万華鏡』と私たちＮＰＯのメンバー総動員

で出掛けます。もちろんポスターやチラシ、当日配布のマニ

ュアル集の表紙は私

たちの仲間三輪弘文さんの担当です。

当日は、岐阜大学や聖徳学園大学・岐阜工高専・岐山高・

岐南工高・岐阜工高・各小学校・各公共団体などから 52 もの

ブースが出店します。子ども向けの｢ものづくり実験｣から高

専や高校の研究発表に近

いものまでいろいろあ

り、大人でも楽しめるも

のとなりそうです。

さらには、午後２時から２階小劇場で 2008 年のノーベル物理

学賞受賞の名古屋大学特別教授の益川敏英さんが、｢科学にロマ

ンを求めて｣と題して講演されます。こちらは事前の申し込みが

必要ですが、無料です。市内の小中学校すべてに 10,000 部のチラ

シを配っているはずです。 ＜文責：華井＞

三輪先生作のイメージカット

まるごと環境フェア・ステージ

広瀬さん苦心の作『空気砲』

松枝小・写撮る万華鏡で写そう
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２．イベントの部 

 サイエンスフェスティバル in 柳津 

 ぎふサイエンスフェスティバル 

 柳津緑道公園どんとこいまつり 

 柳津科学実験教室 エジソンを目指せ 

 乗鞍青年の家 グリーンフェスティバル 

 名古屋市でんきの科学館 

 子どもと科学技術の架け橋 

 サイエンスものづくり倶楽部 
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．１１ Ｈ．１８．８．２５

今年も「さいえんすふぇすてぃばるIN柳津」今年も「さいえんすふぇすてぃばるIN柳津」

今年もあわただしく夏が過ぎ去っていきました。

この「Ｎｅｗｓ」も５月に出して以来、久しぶりの

発行となりました。この間、お伝えしたいこと、お

伝えしなければならないことが多々あるのですが、

何しろ「忙しくて、忙しくて」で月日が流れてしま

いました。申し訳ありません。お許しください。

さて、お伝えしなければならないことの第１は『さ

いえんすふぇすてぃばる IN柳津 2006』の実施です。

今年で８回

目を迎える

フェスティバルは、参加者の数は 3,000 人ぐらいだろう

と思いますが、何よりも参加ブースの多さでしょう。そ

の後に行われた瑞浪のサイエンスワールドで実施された

「サイエンス・フェスタ」でさえ３０ブースだったとい

いますから、柳津の規模の大きさは特筆に値すべきもの

でしょう。

そして、我がＮＰＯ法人サイエンスものづくり塾エジソンの会「も

のづくり班」(いつからそんな班ができたの？)の今年の出し物は、

上の写真のように『ホバークラフト』です。近藤勇さんの発案が実

を結び、坂井田定雄さんの血の滲むような努力奮闘研究、広瀬弘さ

んの神懸かり的な芸術魂と技能により、体重 80kg超の重さにも耐え

うる「乗れるホバークラフト」が完成しました。昨年の巨大万華鏡

も素晴らしかったのですが、今年のはそれに匹敵する作品で

した。「もう来年はないぞ」と当事者はおっしゃっていまし

たが、その時期になればまた期待できるのではないかと思っ

ています。

その隣で「ＣＤのホバークラフト」を作っていたのが、小

川博史さんたちのＯＢ会でした。本当は眞田直子さんたちが

やりたかったようですが、今年は譲ってもらったとのことで

す。また、私にとって良かったことは岐阜聾学校の太鼓を聞

いていただけたことです。子ども達を理解していただけたこと、子ども達が自ら触れあいをもて

たことに感謝しています。 ＜文責：華井章裕＞
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．５３ Ｈ．２４．１２．１９

ぎふサイエンスフェスティバル

２，５００人もの観客で終日あふれかえる
材料切れのブース続出

11 月 18 日(日)の

岐阜市文化センタ

ーは終日 2,500 人も

の観客であふれか

えりました。我々

が主催してきた柳

津の「サイエンス

フェスティバル IN

岐阜柳津」ですら、

2,500 人以上の人が集まるのですから、岐阜の中心部の開催

であれば当然のことと思われます。岐阜市としては初めての企画だけに、心配する向きもあったようで

すが、来年の開催を 11月 23日(土)と決めているようで、次回は参加者がもっともっと増えるものと予

想されます。

我々の出展した｢らせんのモビール｣｢くるくるレインボ

ー｣｢三角すいの万華鏡｣｢ビー玉の逆さごま｣｢サラダ油キ

ャンドル｣｢コピックで指のレプリカ｣｢写撮る万華鏡で写

そう｣はいずれも予定した数以上の観客が押し寄せ、時間

調整をしなければなり

ませんでした。ボラン

ティアで参加いただい

た岐大の学生さんや徹

明公民館の女性の方々

も目の回るような忙し

さにたぶん驚かれたことと思います。

見ていると参加している子ども達は当然ですが、子どもの手助け

の保護者の方が一生懸命になっている様子もチラホラ見られまし

た。私が教えている現役の高校生も参加して、いくつかものづくり

をしたようで「楽しかった」と言っていました。実際、ものづくり

は楽しいし工夫することはもっと楽しいことで、こうしたイベント

がもっとたくさんの方々に理解されると嬉しいですね。

＜文責：華井＞

くるくるレインボーは大人気

三角すいの万華鏡つくり

らせんのモビールは１番早く完売

コピックで指のレプリカ

12



ヘリコプターからお祝いの花束投下

おひさしぶりです。このところ活動が停滞していました

が、心機一転再開しましたのでお送りします。

どうやら新型コロナのまん延

に目途がついたようで、平常の

生活が戻りつつあるようです。

こんにちわ。ご無沙汰していま

す。

ゴールデンウィークの真っ只中の５月５日、我が家の真

ん前、岐阜市柳津町緑道公園で『 どんとこいこい祭り』が４年ぶりに開催されました。

23

そしてかってのＮＰＯ法人のときの仲間が１３人ボランティアで集まってくれ、この行

事に『科学は楽しいお遊び』を展開しました。 午前 10時にヘリコプターからお祝いの花

束が投下され、合計７つのメニューで子どもや親子をもてなしました。芝生の広場はいろ

いろな催し物がっぱいで、集まった人々は 3000 人になっ

たでしょうか。

竹市さんとの柘植さんはシャボン玉飛ばしを担当しま

した。青空と鯉のぼりが舞い踊

る中、風があってシャボン玉は

よく似合いました。

スライム作りは今回も大人気

で、杉山さん、後藤さん、武山

さん、小川京子さんはてんてこ舞いでした。,おそらく 200 人以

上の人だったでしょうか。違う色のを作りたくて 何度も並んだ

子がいたのでしょう。

広瀬美陽さんは紙飛行リングを担当しましたが、全然客が来な

いとボヤいていました。体育館の中でやるときにはいつも長蛇の

13



行列ができるのに、不思議です。たぶん風が強く飛ば

す快感が得られなかったからではないでしょうか。ひ

ょっとしてもっと楽しい物があったのか。

奥村さんと坂井田さん、小川博史さんは『ストロー

で竹とんぼ』と『ペットボトルで空気砲』つくりです。

小さな子どもが手のひらを合わせてトンボを飛ばす姿

は微笑ましい物です。

『らせんの不思議・トロフルックス』は当初の予定に

はありませんでしたが、

スタッフがたくさんになったので急遽加えました。50 ほど

準備しましたが、直ぐになくなりましたね。広瀬さんと日

比野さんが担当しました。

広瀬さんが苦心して準備していただけた『フライトスピ

ン』は大人気でし

た。風に乗ってよ

く飛びましたし、

子どもたちにとっ

て適度に難しく、

苦労すればよく飛

ばせるのが魅力な

のでしょう。120 程がなくなったと聞きます。

小澤さんが奮闘し、手の空いた人で手伝いまし

た。かくいう小生は『あっちにフラフラ、こっちでオシャベリ』で過ごしていました。申

し訳ありません。 【華井】

今年の 柳津サイエンスフェスティバル は

の予定

さて、行事が１つ終わると次の行事の日程が気になります。

もう 24回目の開催になりますか。恒例の“柳津サイエンスフェスティバル”ですが、事務

局では 8 月 20 日(日)の予定し言っています。また、“ぎふサイエンスフェスティバル”は 11

月 18日(土)に予定されているように聞きました。かっての会員の皆様にはいずれご案内を差

し上げますので、宜しくご協力をお願いします。

今後の出前授業の確定している部分は以下の通りです。

６月 23日 美濃加茂市蜂屋小学校 ８月２日 美濃市公民館

25日 関市まなびセンター ８日 瑞穂市本田小学校

７月２日 羽島市子ども会連絡協議会 ９月 18日 名古屋市でんきの科学館

17日 瑞穂市巣南町正蓮寺 10月 14日・15日 高山市乗鞍青年の家

29日 養老町図書館 【すべて仮の予約です】

14



ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会
Ｎｅｗｓ Ｎｏ．２６ Ｈ．２０．７．１

今 年 も 好 評 で し た

５月２５日「柳津科学実験教室 エジソンを目指せ！ Ⅷ」

今年から「柳津科学実験教室 エジソンを目指せ」は、柳津公民館と我

々のＮＰＯ法人の共同開催となり、期日も５月２５日となりました。応募

状況が思わしくなく少し心配でしたが、各教

室とも親子 15 組以上の人が集まり、まずま

ずの盛況でした。

大会議室では岡崎先生の「レンズであそぼ

う」でした。凸レンズや凹レンズの原理を学

びながら、望遠鏡やカメラを作りました。簡

単な原理で写真が撮れましたね。

第２会議室では小里先生の「光の進み方と ＜岡崎先生＞

ビーズ顕微鏡」で、高校生が使う顕微鏡を使って細胞や花粉を見ました。

うまく扱えましたか。ペットボトルのキャップで作ったビーズ顕微鏡も、

意外によく見えました。

＜小里先生＞ 第３会議室では宮西先生と野田先生が「音と色の科学」で、まず最初に

サイエンスワールドでやる科学マジックを見せてくれました。「なぜ・なに」を発見できましたか。ム

ラサキイモパウダーで色が変わるホットケーキは美味しかったでしょうか。

アンケートを見ると圧倒的多数の親子が、「楽しかった」「またやりたい」

と答えていました。「科学の祭典」のように、自分の好きなものを楽しく短

時間に実験するのも良いものですが、やっぱり落ち着いて先生の話を聞き

ながら、少し難しいものをやっていくのも良いものだと思います。最後に、

講師の先生方から「修了書」を渡してい

ただきました。来年も開催できると良い

と思っています。

さて、毎年のように話題になっている

『さいえんすふぇすてぃばる』は１０周年 ＜野田先生＞

を迎えます。で、ちょっとリニューアルして『サイエンスフェステ

ィバル IN 岐阜柳津 2008』になります。期日はいつものように８月

＜宮西先生と野田先生＞ の第１日曜日８月３日（日）午前１０時から午後４時までです。いつ

もの岐阜市柳津公民館の館内すべてのホールと部屋で展開されます。ステージでは聾学校の「岐聾太鼓」

や「天保宮下太鼓」などの演奏が予定されていますし、カッパの会やアハハの会などいろいろな団体が

協力してブースを出していただけます。私たちのＮＰＯ法人からもブースをいくつか出します。また、

毎月実施している「サイエンスものづくり倶楽部」のメンバーからも出店したいと考えています。協力

してくれる人は是非手をあげてください。

＜文責：華井＞
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ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．４６ Ｈ．２４．２．５

名古屋市でんきの科学館で

サイエンスショー｢化学マジックの不思議な世界｣
１月２１日・２２日

節分寒波なるものがやってきて、このところ寒い日が続きます。

皆さんお元気でしょうか。遅くなりましたが、新年あけましてお

めでとうございます。今年もエジソンの会へのご支援とご協力を

よろしくお願いします。

さて昨年に引き続き、今年

も１月２１日（土）･２２日

（日）の２日間、名古屋市の

『でんきの科学館』でサイエ

ンスショーを依頼され、計６回実施しました。その様子の写真を

掲載しました。２１日は広瀬弘さんの、２２日は磯部先生のアシ

ストをいただきましたが、楽しそうでしょう。

いつもなら「ミカン油で

風船割り｣から始まるのですが、当日は２階で静電気の実験教室

がありましたので、｢電気クラゲで遊ぼう｣からスタートしました。

次は｢コップの水が消える｣、｢紙コップがジャンプ」、｢ペットボ

トルマジック｣とやっていきますが、子ども達はワーワーキャー

キャーと大騒ぎです。ここでいつもなら空気砲で遊んでもらうの

ですが、あいにく煙感知器の関係で使用禁止。今回は特別に広瀬

さんに｢リングキャッチャー｣を指導していただきました。もちろ

ん２日目は小生がやむを得ず自分でやりましたが･･･。広瀬さん

程うまくはいきません。難しいですね。

あとはいつものように「時計反応」や「色の変わる反応｣、｢ペ

ットボトルがペコン」などを見

せて、最後はいつものように「泡

泡泡｣で終わりです。火が使え

ないので、｢指が燃える」や｢綿

が燃える｣なども省略でした。

今月１９日に福井県敦賀市の

「あっとほうむ科学館」で化学

マジックのサイエンスショーの依頼が入っていますのでもう１回や

ってきましょう。 ＜文責：華井＞

電気クラゲで遊ぼう

ミカン油で風船割り

見えない糸を引っ張ろう

パッと黒くなる時計反応

リングキャッチャー

17



- 1 -

ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．１１０ Ｒ．３．３．１０

本巣市弾正小学校で６年生のための講演

コロナ禍の緊急事態宣言が岐阜県では解除され、少しばかりホッ

としているところです。とは言っても気の許せない日々が続きます。

皆さんはいかがお過ごしでしょうか。私どもの活動も１月は柳津小

のみ、２月はなし、３月になって弾正小と蘇原第一小のみです。

さて、３月３日にＮＰＯ法人子供と科学技術の架け橋さんからの

依頼で、本巣市弾正小学校でイベントを実施しました。今日付けの

岐阜新聞に掲載されたようですが、このＮＰＯは例年２校ずつ中学

校で大学の先端科学の先生を呼んで講演されていたようです。ところが今年はコロナの影響で実施できず、

小学校でやることになり、私どもにおはちが回ってきたようです。

私どもは「先端科学を教える」なんてことはできず、小学生に「理科

を嫌いにならないための実験を見せる」ことしかできないので、それで

も良かったら、と引き受けました。もっともここの理事長が中学時代の

恩師ですし、高校時代の恩師も理事になっておられるとあっては『いや

も応もない』状況です。

前半はいつものサイエンスショーです。風船が爆発した時点で子供た

ちの自制がはじけ飛んでしまい、次々出てくる実験に大はしゃぎ。自分でやりたくなるのも当然でしょう。

『コップの水が消える』『空き缶の爆発』『空気砲の不思議』『圧力の不思議』『色が消える』最後は『象の

歯磨き粉』です。おまけにいずれ勉強するからと，一切解説はしませんでした。

後半はワークショップ。『スーパーボールでストロージャンプ』と『遠くへ飛ばそう紙飛行リング』です。

簡単な材料で簡単に作れて、効果が抜群です。実際にやってみると思わず

声が出ますし、飛んでいったスーパーボールやストローを追いかけます。

紙飛行リングの飛ぶ距離に思わず感嘆の声を上げます。子どもも大人も同

じです。『こんな材料で何を作るんろう』という発想から来る意外性が良い

のかもしれません。しばらくは４１人の子どもたちが走り回る姿で体育館

が溢れていました。ＮＰＯの先生方に満足いただけたでしょうか。

《文責：華井章裕》

18



ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．５６ Ｈ．２５．８．３０

サイエンスものづくり倶楽部

NPO法人になってから１００回目の開催
親子２６人の参加

NPO 法人を設立して早いもので１０

年になります。すると年間１０～１１

回やっている「サイエンスものづくり

倶楽部」の方も１００回目を迎えるこ

とになりました。

7 月 20 日(土)には親子２６人が参加

してお祝いに「簡単ジャム作り」と「振

るだけバター」で楽しみました。またちょうどテレビでやっていたと

いう「フルーツサワー」を美味しくいただきました。メロンやスイカ、

トマトやキュウリをドライアイスと一緒に５時間以上入れておくだけ、というものですが、さすがに少

し酸っぱさがありますが、まあまあでしたね。

また、先日取材していただきました『まちむら編集局』から冊子を送っていただきましたので、皆さ

んにお配りしました。 ＜華井＞

１０周年記念事業は

奥飛騨サイエンスの訪問
高山市栃尾小・本郷小

８月９日高山市立栃尾小学校を、１０日高山市立本郷小学校を訪

問し、サイエンス教室を実施してきました。私たちの１０周年記念

事業にベルマーク教育助成財団のご支援をいただきました。

それぞれに夏休み中でしたので全員の子供たちを迎えることはで

きませんでしたが、参加した子

供たちはどの子も目をキラキラ

させて、食い入るように見つめていました。『やってみたい』『体験

してみたい』という気持ちはどの子も同じで、白菜をコナゴナにし

たりバナナで釘を打つなどは大好評でした。また、親さんや未就学

児も参加した本郷小ではくるくるレインボーやプラバン、スライム

などのブースを回ってものづくり実験を楽しみました。子供たちに

すてきなプレゼントになったとしたら大変うれしいことです。来年

からもこの時期に２校ずつぐらい順番に回っていけたら素晴らしい

なと考えています。 ＜華井＞

簡単ジャム作り

くるくるレインボー

アイスクリームを作ろう

バナナで釘を打つ
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３．表彰の部 

 岐阜県地域子ども支援賞 

（ぎふ親子ほのぼの推進ネットワーク・子どもフェスタ） 

 生き生きシニア活動 
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会
Ｎｅｗｓ Ｎｏ．２２ Ｈ．１９．１２．５

岐阜県知事より

「岐阜県地域子ども支援賞」受賞
１１月２２日（木）岐阜県民ふれあい会館において、「岐阜県地域

子ども支援賞」の表彰式があり、我がＮＰＯ法人サイエンスものづ

くり塾エジソンの会も表彰されました。代表して理事長の奥村主穂

さんが出席し、下の写真のような表彰状を岐阜県知事古田肇様から

いただきました。また、岐阜新聞

にも名前を挙げて紹介いただきま

した。

我がエジソンの会がＮＰＯ法人

として正式に認可されたのが、平

成１６年８月でした。もちろん、

そこに至るまでの活動は１５年以

上前に始まることはご存じの通りです。ＮＰＯになってから

でももう３年になります。特に今年度の活動は目を見張るばかりで、その評価もますます大きく

なっていることはありがたいことと感謝するばかりです。それもこれも一緒に活動していただけ

る皆様、そしてご支援いただいている皆様のおかげと

厚く感謝申し上げます。

さて、そんな我々の活動の中にも少しずつ変化が見

られます。毎月１回活動している『サイエンスものづ

くり倶楽部』です。１１月はニューフェイスが２組も

現れました。しかも、地元柳津の方ではなく、インタ

ーネットで我々のホームページをご覧になって申し込

まれた方です。インターネットって時代の先端を行く

もので、我々にはやや縁遠いかなという感じでしたが、

いよいよそんな時代に我々も突入せざるを得ないよう

です。稚拙

ながら「ホ

ームページ

を作ってお

いて良かっ

たな」と思

いました。まだの方は是非ご覧ください。アドレスを

入力するよりは、検索エンジンを使って「ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾エジソンの会」で調べてもら

えばすぐ出るはずです。 裏面へ
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ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人

サイエンスものづくりサイエンスものづくりサイエンスものづくりサイエンスものづくり塾塾塾塾

エ ジ ソ ン のエ ジ ソ ン のエ ジ ソ ン のエ ジ ソ ン の 会会会会

ＮｅｗｓＮｅｗｓＮｅｗｓＮｅｗｓ Ｎｏ．７１ Ｈ．２７．１０．２

ぎふ親子ほのぼの推進ネットワーク

””””子子子子どもフェスタどもフェスタどもフェスタどもフェスタININININ高鷲高鷲高鷲高鷲””””にににに参加参加参加参加ましたましたましたました
９月２７日郡上市の高鷲北小学校へ行ってきました。ここは毎年

夏に『わくわくサイエンス』でお邪魔していた学校です。今年は体

育館の改修工事のため、この時期

になってしまいましたが、たぶん

14回目の訪問です。

で、今年は趣向を変えて「ぎふ

親子ほのぼの推進ネットワーク」

の主催の『子どもフェスタ IN 高

鷲』を開催しました。この会は岐阜県知事から「子ども支援賞」の

表彰を受けた人が作るネットワークで、県から補助金をいただいて

県内のいくつかの場所で地域子育て力向上の連携推進を図るものです。実はいろいろ変遷があって、昨

年から華井が会長を引き受けており、昨年は高山東小へお邪魔しましたし、今年はこの後、奥飛騨の栃

尾小（11月 29日（日））、岐阜市の長良小（1月 23日（土））が予定されています。

子どもたちにとってメニューは新鮮で、中島さんと吉村さんの「絵本

の読み聞かせ」に始まって、高山の上田さんの「チェーンソーアート」

「ツリークライミング」や塚原さんの「がりがりトンボを作ろう」があ

りました。で、私は丹羽さんの協力を仰いで、「くるくるレインボー」

と「バランストンボを作ろう」「ビー玉の逆さごま」を紹介しました。

その様子は写真の通りですが、チェーンソーアートの上田さんはさらに

腕を上げられたようで、短時間で細かい細工をされました。塚原さんは

「伝統芸能のコマの曲芸」をされる人ですが、今回は「がりがりトンボ」でした。

今回のイベントも大変好評で、当然のことながら「また来年も・

・・」という声を聞いて帰りま

した。このネットワークが来年

もこの会場で開催されることは

あり得ませんが、エジソンの会

としてのイベントについては検

討せざるを得ないでしょうね。

形を変えていきながら・・。

＜文責：華井＞

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ

チェーンソーアートチェーンソーアートチェーンソーアートチェーンソーアート

がりがりトンボがりがりトンボがりがりトンボがりがりトンボ

くるくるレインボーは大人気くるくるレインボーは大人気くるくるレインボーは大人気くるくるレインボーは大人気

ツリークライミングに挑戦ツリークライミングに挑戦ツリークライミングに挑戦ツリークライミングに挑戦
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さあさあさあさあ 10 月 食欲の秋、文化の秋、サイエンスの秋です月 食欲の秋、文化の秋、サイエンスの秋です月 食欲の秋、文化の秋、サイエンスの秋です月 食欲の秋、文化の秋、サイエンスの秋です

いろいろなイベントに派遣依頼が来ていますいろいろなイベントに派遣依頼が来ていますいろいろなイベントに派遣依頼が来ていますいろいろなイベントに派遣依頼が来ています
前回も書きましたが、秋になると『文化の秋』ですかね。サイエンスのイベントも夏以上に派遣依頼

が舞い込んでいます。主なものを書き上げると以下の通りですが、10月 18日の Rapport祭りは岐阜市の

金公園で、『人工イクラで遊ぼう』『ペットボトルの空気砲』『ストローの竹とんぼ』『スライムで遊ぼう』

を企画しています。

11 月１日の岐阜市中央青少年会館は『化学マジックのショー』と「三角すいの万華鏡」「遠くへ飛ば

そう紙飛行リング」を、３日の香久山小は『化学マジックのショー』と「ペットボトルの空気砲」「Ｃ

Ｄのホバークラフト」「トロフルックス」「発泡スチロールで表札作り」等々。７日の松枝小は「ペット

10月 18日 Rapport祭り(岐阜市) ボトルマジック」と「バランストンボ」が予定されていま

31日 各務原市那加第二小 す。

11月１日 岐阜市中央青少年会館 ８日のカラフルタウン

３日 日進市香久山小 の１５周年記念イベント

７日 羽島市サイエンスセミナー はサイエンスショーは「化

笠松町松枝小 学マジック」が２回と「液

８日 カラフルタウン 15周年 体窒素」が１回の合計３

14日 関市金竜小 回、「くるくるレインボー」

岐阜市芥見南公民館 「ペットボトルマジック」

15日 各務原市野畑子ども会 「ＣＤでホバークラフト」

21日 ぎふサイエンスフェスティバル が予定メニューです。

22日 岐阜市まるごと環境フェア 21 日のぎふサイエンス

瑞浪市おもしろ科学館 フェスティバルはメンバ

23日 名古屋市でんきの科学館 ー総動員を予定しています。「ホバークラフトに乗ろう」

29日 ネットワーク栃尾 「アミノ酸飲料で手形をとろう」「くるくるレインボー」

12月３日 大野町北小 「バランストンボを作ろう」「ビー玉オルゴール」「ビー

５日 羽島市サイエンスセミナー 玉万華鏡をつくろう」「らせんのモビール」ですが、準備

瑞穂市古橋南子ども会 の品物だけでパニックになりそうです。

６日 豊明市大宮小 22 日の岐阜市まるごと環境フェアは「ＣＤでホバーク

ラフト」「ペットボトルの空気砲」「ストローの竹とんぼ」を『捨てればゴミ、工夫すればサイエンス』

を提案する予定です。このイベントは小学校 3年の「社会」の教科書でも取り上げられているそうです。

瑞浪市と名古屋市の科学館はどちらも『化学マジックのサイエンスシ

ョー』です。これから摩擦電気の起こりやすい季節ですから、「電気

クラゲ」なんかが良いですね。

12 月 19 日(土)は岐阜市科学館で『青少年のための科学の祭典』が

予定されています。「液体窒素の極低温の世界」のサイエンスショー

は予定していますが、「ビー玉オルゴール」や「アミノ酸飲料で手形

をとろう」などが候補に上がっていますが、メニューについてはまだ

検討中です。 〈文責：華井〉
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ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．８２ Ｈ．２９．１．３０

杉山さんが岐阜県子ども支援賞を受賞

子どもたちが楽しんだ「子どもフェスタＩＮ本巣」
ぎふ親子ほのぼの推進ネットワーク

昨年 11月、私どもの重鎮、杉山雅一さんが岐阜県知事より『子

ども支援賞』の表彰を受けました。おめでとうございます。私

も一緒に活動している「親子ほのぼの推進ネットワーク」のメ

ンバーになっていただき、是非ともご活躍いただきたいと思い

ます。

さて、この冬は彦根や

四日市で積雪 40cm とか。

なのにこの近辺では積も

りもしないなんて、不思

議、不思議の世界です。

昨年から数えても台風は来ない、洪水もない、地震もない、津波

もない。こんな事珍しいというか、不思議というか。そのうちに

ひどい災害にたたられるのではないか、と嫌な感じがします。

そんな中、隣の本巣市は１月 14日（土）真っ白な雪に包まれていました。体育館の中はストーブを焚

いていただけたのでいくらか寒さをしのげましたが、「ぎふ親子ほ

のぼの推進ネットワーク」主催の『子どもフェスタ IN本巣』が開

催されました。前にも紹介しましたように、ネットワークでは県

から補助金をいただき、県内５ヶ所で親子が一緒に活動できるイ

ベントを組んでいます。その今年度最後が一色小学校です。白木

校長が私の大学の後輩なのでご協力いただき、40 人ほどの児童と

その保護者が参加してくれ

ました。

最初は中島さんから『始

まりの絵本』。ごらんのように大きな絵本はよく見えますし、中

島さんの読み聞かせは子どもたちばかりでなく保護者まで引きつ

けました。続いてサイエンスショーはこの寒い中、『液体窒素の

極低温の世界』でした。ビーカーをさわるのも冷たく、廣瀬さん

が苦闘していました（私はしゃべる専門ですので・・・）。でも

子どもたちはバナナで釘を打ったり、野菜を凍らせてコナゴナに

したりして驚いていました。

この寒いのに液体窒素の実験

子どもたちはツリークライミングに挑戦

始まりの絵本は？

ひっぱたきゴマを上手に回すには
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続いてお待ちかねの『ほのぼの名人体験コーナー』です。まず

子どもたちが最初に集まってくるのが「ツリークライミング」です。

幸い全員が上れることが分かりましたので、８人ずつのグループに

分かれます。ヘルメットをかぶり安全装具を装着すれば格好だけで

も一人前です。ロープの安全な扱い方を教えてもらってからのぼり

始めます。上がって降りてくるのに 20 分はかかりますので、子ども

たちは頑張りました。それを見る保護者は「子どもたちはこんな事

もできるんだ」と目を見張ります。校長と教頭は前日に体験してい

ますので、どっしり構えていました。

いろいろなコマ回しにチャレンジは教科書にも出てくるという「ひっぱたきゴマ」を上手に回してい

ました。何度見てもはたきのようなものでひっぱたくだけでコマが回

るのは不思議でなりません。皿回しや懐かしいゴム鉄砲もありました。

全部名人の塚原さんの手作りです。

大垣市のレクレーション協会で活躍される高橋さんは空き缶タワー

作りです。「お母さんの記録を超えるんだ」と根気よく頑張って 18 個

積み上げた子が印象的だったといいます。我々エジソンの会からは廣

瀬さん、杉山さん・日比野さんが『ビ

ー玉オルゴール』『ビー玉万華鏡』『く

るくるレインボー』を作ってもらい

ました。それぞれ我々が自信を持っておすすめするメニューだけに、

保護者の皆さんも 特別に作らせてもらって満足そうでした。

この後の活動は、３月 11日(土)に岐阜市北部の『マーサ 21』で、『グ

ッドフェスタ』を開催し、我々は１時からのサイエンスショーと『ビ

ー玉オルゴール』と『くるくるレインボー』『らせんのモビール』の製

作を予定しています。

３月５日(日)は

いつものＮＰＯまつり (ふれあい福寿会館)
この時期毎年岐阜市薮田南の『ふれあい福寿会館』で開催される『ＮＰＯ・ボランティア・生涯学習

＜子ども・３世代交流＞フェスティバル(通称：ＮＰＯまつり)』に今年も参加することになりました。

今年は「防災・被災者支援」をテーマに活動紹介をします。

で、我々はかって数年前に実施した「東北大震災

・宮城ボランティア支援サイエンス」の成果を報告

します。あの津波被害の状況は目に焼ついて離れま

せん。あのときの状況と子どもたちの様子を写真展

示します。また、そんなとき「身近の材料で子ども

たちが夢中になれるサイエンスものづくり」を覚え

てもらおうと、『サラダ油キャンドル』『ストローブ

ロースピン』『発泡スチロールで表札』『ペットボト

ルで空気砲』を紹介します。

空き缶タワーを作ろう

ビー玉万華鏡（杉山さん担当）

くるくるレインボーを作ろう

野ざらしだったディーゼル機関車
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ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．６２ Ｈ．２６．７．１１

日頃の皆さんの努力にごほうび

生き生きシニア活動の顕彰 元気なお年寄りになっちゃった

先日６月１２日、県庁６階の応接室にて、日本生命財団より「生き生きシニ

ア活動顕彰」として、顕彰金５万円と贈呈書をいただきました。

これは日本生命財団が昭和５４年から実施して

いるもので、今年は児童・少年の健全育成分野に

県内で５団体、生き生きシニア顕彰分野で４団体

に授与されました。私たちも児童・少年の健全育

成分野に貢献しているつもりですが、何十万も補

助してもらう必要の団体でもないのでこれで良い

のかと思いました。

しかしながら、「生き生きシニア顕彰か」、という思いはありますね。生

涯現役で若いつもりでいたのですが、自分以外の人から見ると十分にシニアになっているようです。と

は言っても、５万円は大金ですよね。年間１００万円にも満たない我がＮＰＯの予算からすれば大きな

お金ですので有効に使っていきたいと思います。

いよいよ夏休みです

サイエンス教室は大忙し

７月に入りました。夏休みは子ども会の活動が活発になるだけで

なく、図書館や公民館などが子どもたちを集めるためにいろいろな

企画をします。ここ１０年ぐらいはサイエンス教室に人気が集まっ

ています。

テレビの番組や米村デンジロウさんの活躍などで、子どもたちの

おもしろサイエンスに対する興味は大変大きく、また、親さんたちも夏休みの宿題の手助けになればと

思われるのか、とにかく我々の出前授業はほとんど連日組まれています。「そんなに毎日に疲れるほど

引き受けなければ良い」という向きもありますが、毎年実施されていると

ころもありますし、「せっかくの依頼なので受けるしかないか」というのも

あり、結局こうなってしまいます。

写真は先日の中部学院大学各務原校舎で行われた「かがく・さんすうア

カデミー」の様子です。当日のＮＨＫのローカルニュースに流れたと聞き

ましたが、人工イクラの原理には記者さんも興味をそそられたようでしっ

かりメモをして行かれました。我々の４つの『人工イクラで遊ぼう』『発泡

スチロールで表札作り』『プラバンで遊ぼう』『ペットボトルで空気砲』に

はたくさんの客が溢れ、２００人分が予定の１時間前になくなってしまいました。 ＜文責:華井＞

ニッセイ財団より贈呈書

発泡スチロールで表札作り

NHKのローカルニュースに出ました
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４．ベルマーク教育助成財団の支援 

 東日本大震災の慰問 

 へき地学校理科実験教室 
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宮城県村田町へ「サイエンスはいらんかな？」

被害は想像以上 そこからの復興を目指して

広瀬弘会員の発案から動き出した東北へのサイエンス出前授業。実

現しました。８月２日､夜１０時、

広瀬弘・杉山雅一・磯部好史・

近藤勇・坂井田正光・坂井田定

雄・丹羽敏朗各会員と私、それ

に日帰りの強行日程で参加した

竹市勲会員の９人が集まり、片

道 700km、９時間の長旅でした。さすがに遠かったですね。宮城

県でも仙台より南の村田町だったんですが・・・。

今回はベルマーク教育助成財団から１０万円の助成をいただきましたし、岐阜市教育委員会と中日新

聞社から後援をいただきました。現地では村田町の教育委員会さんの全面的なご協力で村田町第二小学

校と村田町中央公民館の２ヶ所で理科実験出前講座を実施しました。

村田町は海岸べりの町から山一つ隔たっていますので津波の被害を受けることなく、建物の被害があ

ったものの５ヶ月経っていますので外見上はそれほど見えませんでした。しかし、海岸べりの隣町は小

学校が１つ完全に廃校になっていましたし、写真のように線路にはレールがなくなって機関車だけが止

まっている光景が見られました。敷石だけが残る家や１階が空洞になっている家、墓石が全部倒れてい

たり、塩害で雑草だけが生えている田んぼなど、言葉

に表せない光景を目の当たりにしました。仙台空港ま

で視察してきました。

でも、子どもたちは元気でした。「子どもたちから

元気をもらいました」という流行語のような言葉があ

りましたが、どこの子どもたちも｢不思議なこと｣｢楽

しいこと｣には体全体で興味を示してくれます。化学

マジックには大きな歓声を上げてくれますし、一生懸命手を挙げて

自分をアピールしてくれます。素直な喜びが伝わってきて大変あり

がたく感謝でいっぱいでした。

いつものように化学マジックの後は｢表札つくり｣｢ブンブンごま｣

｢サラダ油キ

ャンドル｣｢ペ

ットボトルの

空気砲｣｢スト

ローで竹とん

ぼ｣のものづ

くりを実施し

ました。我々

のコンセプトである『捨てればゴミ､工夫すればサイエンス』を理

解していただけたかどうか・・・。でも、楽しかったことは事実だ

し、そこから何かを掴んでいただけたのではないかと思います。

＜文責：華井＞
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竹市さんを含む９名で宮城県村田町でサイエンス

宮城県村田町中央公民館にて参加者と

安藤教育長にボランティアの成果を報告

レールのなくなった線路に残る機関車

28



ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．４８ Ｈ．２４．４．８

東日本大震災復興支援

｢サイエンスはいらんかな？｣ 春休みサイエンス教室

宮城県村田町･山元町で
昨年８月に続いて東北宮城県村田町と山元

町へ、３月３１日・４月１日に行ってきまし

た。今回は左の写真のように、廣瀬弘・近藤

勇・坂井田正光・坂井田定雄・眞田直子・日

比野きみ江、丹羽敏朗・前原雅樹・竹村竜太

郎と私の１０人

でした。

どちらの会場

も子ども達３５

人程とそれ以上に熱心な大人たち２０人程で活気に溢れました。２回目

になる村田町では町長さんが日曜にもかかわらず

ごあいさつをいただいた上、サイエンスショーを

体験されていかれました。

また、山元町では災害臨時ＦＭ放送『リ

ンゴＦＭ』が会場と同じ場所に設営されて

いて、そのプロデューサーと可愛い女の子

が取材をしていました。すべての実験ブー

スでインタビューをし、後で編集して放送

してくれるとのことでした。

実験メニューは、『液体窒素の極低温の世界』のサイエンスショ

ーの他、「プラバンで遊ぼう」「風船電話で遊ぼう」「紙コップがジャンプ」「ＣＤでホバークラフト」「ビ

ー玉で逆さごま」「ペットボトルマジック」「らせんの不思議･トロフルックス」「バランストンボを作ろ

う」の８つの実験ブースを展開しました。特に好評だったのは竹村君のやっていたペットボトルマジッ

クでした。若いからなのか、マジックが良かったのか、ペットボト

ルの色塗りが受けたのかはわかりませ

んが･･･。また、トロフルックスは人気

はあるのですが、作るのも平らに潰す

のも難しそうでした。３分の１ぐらい

は壊れていたような気がします。帰り

際に風船電話を大事そうに抱えていく

子ども達がいました。 ＜文責：華井＞

佐藤・村田町長も実験

村田町中央公民館・参加者たちと記念写真

見えない糸はあるの？

風船電話でモシモシ・山元町

山元町教育委員会の方々と

バナナで釘を打ってみよう・山元町
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災害の現場では

未だ回復せず道半ば グランドに漁船が３艘そのまま

東日本大震災の被害状況も視察してきました。前回は山元

町から仙台空港まででしたが、今回は朝６時に到着したこと

もあって多賀城市まで足を伸ばしました。復興は民間企業の

施設などはほぼ整い、活発に産業が動いているように思いま

したが、廃校になった小中学校や公的な施設ではそのままで、

整備するのは後回し

という感じでした。

それよりも今しなれればならないことからやっているという

感じ。

問題になっているガレキや廃棄物については、１年が過ぎ

た今でも、燃焼できるものとそうでないものの区別をしただ

けで、その量は膨大でうずたかく積み上げられたままでした。

その処理について受け入れを反対する人々に｢現場を見てきな

さい｣と言いたい。｢みんなで助け合わなければ日本は｣などと

声高に言うくせに、イザ自分のことになると反対しか言わない。日本人の悪い癖なのでしょう。『まず

隗(ｶｲ)より始めよ』という中国の故事があります。自ら実行し

たものだけが評価されるのです。

津波の被害にあった学校は、児童生徒が避難したり仮設住宅

にいることもあるのでしょう。人の生活の跡は見られませんで

した。名取市の閖上（ゆりあげ）中学校では十数名の被害を受けた生

徒の慰霊碑が建てられていましたし、グランドにには３艘の漁

船がそのままでした。そんなのを片付けるよりも生活の再建が

優先されると感じました。

また、昨年視察した山元町

の山下第二小学校では周囲はきれいに清掃してありましたし、花壇

にはボランティアの手でパンジーが植えられていました。しかし、

校舎内までは手が届いていません。海岸まで１００ｍ足らずの砂浜

があり松林がある『白砂青松』の風光明媚な理想的な学校に今は子

ども達は住めません。海岸近くを走るＪＲの常磐線に放置してあっ

たディーゼル機関車はさすがに撤去してありましたし、常磐線その

ものも山沿いに迂回して敷設されると聞いています。従って住宅地

もライフラインがそのようにしか整備されないのですから、山沿い

に再建されると言うことです。学校もそうなるのでしょう。

ただ、その時間、小学校の児童たちはちょうど下校時刻で、迎え

に来た保護者の車で全員避難できていたそうです。津波は２階まで

来たそうで、１人残った校長は２日間出られなかったと来合わせた

地元の方から伺いました。不幸中の幸いというか、良かったねと思

わず漏らしました。

＜文責：華井＞
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ボランティアの手で花壇が

中学のグランドに漁船がそのまま

廃校になった閖上中学校に慰霊碑
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ＮＰＯ法人
サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．５７ Ｈ．２５．１１．３

ベルマーク教育助成財団の

理科実験教室をやってきました 石川県七尾市北星小と高山市朝日小

テレビカメラも注目
夏の奥飛騨理科教室に続いて、ベルマーク教育助成財団の支援で、

石川県七尾市立北星小学校と高山市立朝日小学校で理科実験教室を

開催してきました。

北星小は９月３０日に廣瀬・杉

山・丹羽・華井の４人が参加しま

した。石川県ではこうした催しは

珍しかったのか、地元のテレビが

２台も入り、液体窒素をいとも簡

単に扱う廣瀬さんの手の動きに注

目が集まりました。バナナを凍らせているところです。

もちろん子供たちは興味津々。右の写真の通り、真剣なまなざしは

かわいさいっぱいです。捨てるしかないペットボトルを使っておもちゃを作るのは初めてのようでした。

不用になったＣＤでホバークラフトを作ったり、ストローで紙飛行リングを作ったり、アミノ酸飲料で

手形を採ったり、と忙しい２時間を過ごしました。

高山市朝日小の方は１０月２７日でした。前夜台風襲来におびえながら小雨の中を秋神温泉に宿泊し

ました。仲介をしてくれた上田康美さんのお陰で美味しい『きのこ

鍋』を賞味しましたし、翌日は『ツリークライミング』なるものを

初体験しました。上田さんはカナダ人のジョン・ギャスライトさん

の直弟子で、インストラクターをしておられます。さすがに廣瀬さ

んは身のこなしも軽やかに１０ｍほど登られましたし、日比野さん

や眞田さんご夫婦ともにクリアされました。小生はちょっと身を削

る必要があったようで、完全に

『ナマケモノ』状態でした。

さて、午後からは理科教室。

写真のように親子で参加された

方には特に好評でした。やはり、液体窒素を体験するのは特別のこ

とのようです。バナナで釘を打つのはテレビで知ってはいても目の

前で見ると不思議が増します。ただ、このバナナを欲しがるのはど

こも一緒です。もちろん食べさせませんでした。ものづくりは『コ

ピックで指のレプリカ』と『くるくるレインボー』『三角すいの万

華鏡』『発泡スチロールで表札作り』『ペットボトルマジック』とやや難しいのに偏りすぎた嫌いがあり

ます。案外『紙飛行リング』や『ストローで竹とんぼ』あたりがあると小さな子供たちにもっとうけた

のではないかと反省しています。 ＜文責・華井＞

テレビカメラ２台の注目

ツリークライミングに挑戦

ペットボトルで空気砲

花をコナゴナに
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ＮＰＯ法人

サイエンスものづくり塾

エ ジ ソ ン の 会

Ｎｅｗｓ Ｎｏ．６６ Ｈ．２７．１．８

新年あけましておめでとうございます

大好評でした『離島サイエンス』 三重県鳥羽市答志島

新年あけましておめでとうございます。今年もＮＰＯ法人サイ

エンスものづくり塾エジソンの会

の活動にご理解とご支援・ご協力

をよろしくお願いします。

昨年は私たちの活動をマスコミ

に取り上げられる機会が多く、注

目されてきたようです。６月の『ニ

ッセイ生き生きシニア活動顕彰』

に始まり、１１月には私と廣瀬さんがタウン情報誌『岐阜市咲楽』に

取り上げられ、さらにはローカルとはいえ、ＮＨＫ岐阜のニュース番

組に５分間も放送していただきました。これも日頃の皆さんの地道な活動とご協力ご支援が評価してい

ただけたお陰と思い、改めて皆さんに感謝を申し上げます。

ところで、我々の活動は元々そんな派手なものではなく、『サイエンスの楽しむ姿を見たい』『分かっ

たと言う笑顔が見たい』『工夫を見つけられるようアドバイスをしたい』そんな思いで始めた活動です。

ですから、驕ることなく、謙虚な気持ちで皆さんにご奉仕できたらと願っています。

さて、昨年１２月の活動の報告ができていません。念願の『離島サイエンス』に行ってきました。ま

だ未開拓の三重県に、できれば離島の子どもたちにふれ合いたいという願いで、鳥羽市の離島、答志島

の答志小と桃取小に行ってきました。答志小では 100 人ほどの子どもたちとていねいに液体窒素の実験

をやっていたら時間オーバーで、ものづくりを楽しんでもらうという企

画が中途半端に終わってしまいました。この点は深くお詫びするととも

に反省しています。

午後からの桃取小は 20 人ほどの学校

でしたので何をやるにしてもスムーズ

で、ものづくりも「ビー玉万華鏡」「く

るくるレインボー」「紙飛行リング」を

楽しんでもらえました。どこかの子ども

会ぐらいの数ですから、和やかな良い雰囲気でした。

どちらの学校も「液体窒素」に触れるのは初めてのことのようで、校

長先生は大変喜んでおられました。でも私たちはベルマーク教育助成財

団の援助で実施しているに過ぎないのですから、私たちの方がこういうチャンスをいただいたことにも

っと感謝しなければいけないと思いました。とは言いつつも、「来年はどこへ行こうか」などと口にし

ています。三重県にもたくさん島はありますし、愛知県にもあります。もっとも「離島」にこだわる必

要はありませんよね。 ＜文責：華井＞

鳥羽市・答志小の校長先生

桃取小にて

液体窒素の極低温の世界・桃取小

ビー玉万華鏡を作ろう
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